
日本で唯一のクラシック音楽専門チャンネル クラシカ・ジャパン（株式会社東北新社東京都港区赤坂4-8-10／代表取締

役社長 植村徹） は、オーストリアのザルツブルクで毎年夏に行われる世界最大の音楽祭の一つ「ザルツブルク音楽祭」で、

この８月に話題を呼んだ歌劇『フィデリオ』『フィガロの結婚』を、どこよりも早く、日本最速で緊急放送します。

今年は７月１８日～８月３０日まで開催される音楽祭の数ある公演から、２１世紀の「キング・オブ・テノール」ヨナス・カウフ

マンが出演する『フィデリオ』と、東京フィルハーモニー交響楽団常任指揮者ダン・エッティンガーがザルツブルク音楽祭で

は初めてのオペラ指揮となる『フィガロの結婚』を、各々日本初放送。両演目ともオーケストラはもちろんウィーン・フィル！

今年の新制作となった２つの公演を、音楽祭開催中に、まだ熱が冷めない内に、いち早く日本で見ることができるのです。

８月末、クラシカ・ジャパンだけで体験できる、夏の最後の思い出作り。ぜひこの機会をお見逃しなく。

【クラシカ・ジャパン】 ドイツで誕生した世界初のクラシック音楽専門チャンネル“CLASSICA”の日本版で、1998年に開局した日本で唯一のクラシック音楽専門TVチャンネル。
話題のコンサートからオペラ、バレエ、ドキュメンタリーまで、毎月１００タイトル以上の音楽番組を放送中。クラシック音楽の名曲を、ホールの臨場感とともに毎日２４時
間お楽しみいただけます。スカパー！プレミアムサービス（637ch）、スカパー！プレミアムサービス光 （637ch）､全国のケーブルテレビ局､ブロードバンドTVでご覧頂けます。

■視聴に関するお問い合わせ先■
クラシカ・ジャパン http://www.classica-jp.com カスタマーセンターTEL:045-330-2178 (受付時間：平日9:30～18:30 ※土日・祝日除く）

■本リリースに関するお問い合わせ先■
（株）東北新社 放送本部 プロモーション部 担当： 林〔m-hayashi@tfc.co.jp〕

〒107-8460 東京都港区赤坂4-8-10 TEL:03-5414-0305  FAX:03-5414-0433
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【放送】８月２９日(土)２１：００～
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世界的音楽祭「ザルツブルク音楽祭２０１５」より、

歌劇『フィデリオ』『フィガロの結婚』 を日本最速で緊急放送！

今月現地で行われた熱気溢れる公演を、クラシカ・ジャパンが日本最速でお届け！

【放送】 ８月２９日（土）２１：００～ 『フィデリオ』 ／ ８月３０日（日）２１：００～ 『フィガロの結婚』

【速報/８月】

ザルツブルク音楽祭２０１５ 『フィデリオ』

ザルツブルク音楽祭２０１５ 『フィガロの結婚』 【放送】８月３０日(日)２１：００～

東京フィル常任指揮者として日本でも大活躍！ダン・エッティンガーが、ザルツブルク音楽祭で初のオペラ指揮！

スーパースター、ヨナス・カウフマン出演！今年最大の話題作！
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【指揮】フランツ・ウェルザー＝メスト 【演奏】ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 【演出】クラウス・グート

【出演】ヨナス・カウフマン（フロレスタン）、アドリアンヌ・ピエチョンカ（レオノーレ）、セバスティアン・ホレチェック

（ドン・フェルナンド）、トーマス・コニエチュニー（ドン・ピツァロ）、ハンス=ペーター・ケーニヒ（ロッコ） ほか

ベートーヴェンが完成させた唯一のオペラ。政敵ドン・ピツァロに無実の罪で捉えられ

た貴族フロレスタンと、彼を救うべく男装して「フィデリオ」と名乗り、刑務所で働く妻レ

オノーレの愛と自由の物語。この公演では、フロレスタンを演じる２１世紀の「キング・

オブ・テノール」ヨナス・カウフマンが大評判。チケットはもちろんソールドアウト。話題

騒然のステージがクラシカ・ジャパンだけでお楽しみいただけます。必見！

※現地での公演状況に伴い、出演者の変更ないし放送の差し替えが生じる可能性もございます。何卒ご了承下さい。

【★COMING SOON★】 同公演の指揮者フランツ・ウェルザー=メストが指揮する『ブラームス交響曲全集』も、９月に日本初放送！

【指揮】ダン・エッティンガー 【演奏】ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 【演出】スヴェン=エリック・ベヒトルフ

【出演】ルカ・ピサローニ（アルマヴィーヴァ伯爵）、アネット・フリッチュ（伯爵夫人）、アダム・プラチェツカ（フィガロ）、

マルティーナ・ヤンコヴァー（スザンナ）、マルガリータ・グリシュコヴァ（ケルビーノ） ほか

モーツァルトの最高傑作の一つ。フィガロとスザンナの結婚式、アルマヴィーヴァ伯爵の初夜

権行使を阻止するため、フィガロたちは伯爵夫人と共に一計を案じるが・・・。東京フィル常任

指揮者ダン・エッティンガーが、ウィーン・フィルからエレガンスと情熱を引き出したと絶賛！

今をときめくライジングスターが勢ぞろい。その若々しい歌声と素晴らしいアンサンブルを、

ウィーン・フィルの美しいオーケストラと一緒にお楽しみいただきます。

現地上演：８月１３日 （木） ザルツブルク祝祭大劇場

日本
初放送

現地上演：８月９日 （日） ハウス・フォー・モーツァルト


